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(57)【要約】
【課題】一方の面に第１表示部を有し、他方の面に第２
表示部を備える表示装置を提供する。
【解決手段】第１基板上に設けられた第１表示領域と、
前記第１基板の裏側に配置された第２基板上に設けられ
た第２表示領域と、前記第１基板と前記第２基板との間
に設けられた第３基板と、前記第３基板上に設けられ、
前記第１表示領域及び前記第２表示領域における表示を
制御する駆動回路と、前記第３基板上であって、前記第
３基板の一端に沿った領域に設けられ、前記駆動回路か
ら前記第１表示領域への信号が入力される第１端子と、
前記第３基板上であって、前記第３基板の前記一端と対
向する他の一端に沿った領域に設けられ前記駆動回路か
ら前記第２表示領域へのの信号が入力される第２端子と
、を備える表示装置。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板上に設けられた第１表示領域と、
　前記第１基板の裏側に配置された第２基板上に設けられた第２表示領域と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に設けられた第３基板と、
　前記第３基板上に設けられ、前記第１表示領域及び前記第２表示領域における表示を制
御する駆動回路と、
　前記第３基板上であって、前記第３基板の一端に沿った領域に設けられ、前記駆動回路
から前記第１表示領域への信号が入力される第１端子と、
　前記第３基板上であって、前記第３基板の前記一端と対向する他の一端に沿った領域に
設けられ、前記駆動回路から前記第２表示領域へのの信号が入力される第２端子と、
　を備える表示装置。
【請求項２】
　前記第１端子、及び前記第２端子は、いずれも前記第３基板の同一面側に設けられたこ
とを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１表示領域と前記第１端子との間、及び前記第２表示領域と前記第２端子との間
にそれぞれ屈曲部を有し、
　前記屈曲部は、前記第１基板又は前記第２基板に含まれることを特徴とする、請求項１
に記載の表示装置。
【請求項４】
　第１基板の第１面上に設けられた第１表示領域と、
　前記第１面上であって、前記第１表示領域と平面的に重畳しない領域に設けられた第２
表示領域と、
　前記第１表示領域と前記第２表示領域との間に設けられた屈曲部と、
　前記屈曲部を介して、前記第１表示領域と前記第２表示領域とが、互いに平面的に重畳
するように、かつ互いに表裏に面して配置されるように前記第１基板が折り曲げられ、折
り曲げられた前記第１基板の間に設けられた制御基板と、を有し、
　前記制御基板上に、前記第１表示領域及び前記第２表示領域における表示を制御するた
めの駆動回路が設けられ、
　前記制御基板上であって、前記制御基板の一端に沿った領域に設けられた第１端子を介
して前記第１表示領域又は前記第２表示領域に前記駆動回路からの信号が入力されること
を特徴とする、表示装置。
【請求項５】
　前記屈曲部を横切る、複数の配線を有し、
　前記複数の配線には、前記第１表示領域に属する画素を駆動する信号と、前記第２表示
領域に属する画素を駆動する信号と、が入力されることを特徴とする、請求項４に記載の
表示装置。
【請求項６】
　前記複数の配線は、前記第１表示領域に属する画素、又は前記第２表示領域に属する画
素を選択するための走査信号が入力される走査線、又は、前記第１表示領域に属する画素
、又は前記第２表示領域に属する画素の階調を制御する映像信号が入力される信号線のい
ずれかを含むことを特徴とする、請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記屈曲部、前記屈曲部と前記第１表示領域との間、又は前記屈曲部と前記第２表示領
域との間に設けられたゲート側駆動回路をさらに有し、
　前記ゲート側駆動回路から、前記第１表示領域に属する画素を選択するための走査信号
が入力される走査線と、前記第２表示領域に属する画素を選択するための走査信号が入力
される走査線と、が延在することを特徴とする、請求項４に記載の表示装置。
【請求項８】
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　前記第２表示領域は、非表示領域を挟んで少なくとも二つの表示領域に分割されている
ことを特徴とする、請求項１又は請求項４に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記二つの表示領域、及び前記非表示領域に連続的に延在する複数の配線を有し、
　前記複数の配線は、前記二つの表示領域の一方に属する画素、及び前記二つの表示領域
の他方に属する画素を選択するための走査信号が入力される走査線、又は、前記二つの表
示領域の一方に属する画素、及び前記二つの表示領域の他方に属する画素の階調を制御す
る映像信号が入力される信号線のいずれかを含むことを特徴とする、請求項８に記載の表
示装置。
【請求項１０】
　前記非表示領域における前記複数の配線の隣り合う二つの間隔は、前記二つの表示領域
における前記複数の配線の隣り合う二つの間隔より大きいことを特徴とする、請求項９に
記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記駆動回路は、前記第２表示領域において、前記非表示領域を挟んで分割された前記
二つの表示領域に表示する映像の座標を、前記非表示領域に対して対称に変化させるよう
に構成されることを特徴とする、請求項８に記載の表示装置。
【請求項１２】
　一面に開口を有し、前記一面と対向する面にカバーを有する筐体をさらに有し、
　前記開口に、前記第１表示領域が露出すると共に、前記第２表示領域が前記カバーによ
って覆われるように、前記筐体に前記表示装置を嵌め込む第１の形態と、
　前記開口に、前記第２表示領域が露出すると共に、前記第１表示領域が前記カバーによ
って覆われるように、前記筐体に前記表示装置を嵌め込む第２の形態と、を有することを
特徴とする、請求項１乃至請求項１１の何れか一項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は３Ｄ画像を表示する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置の一例として、液晶表示装置や有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅ
ｎｃｅ）表示装置が挙げられる。これらの表示装置は、基板上に形成された複数の画素の
各々に表示素子として液晶素子や有機発光素子（以下、発光素子）を有している。最近、
ディスプレイの一面だけではなく、両面に画像を表示する両面ディスプレイの表示装置が
提案されている（特許文献１、特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２０１３／１３７０２５号
【特許文献２】特開２０１２－１９５１７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明に係る実施形態の一つは、一方の面に第１表示部を有し、他方の面に第２表示部
を備える表示装置を提供することを目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一実施形態によると、第１基板上に設けられた第１表示領域と、前記第１基板
の裏側に配置された第２基板上に設けられた第２表示領域と、前記第１基板と前記第２基
板との間に設けられた第３基板と、前記第３基板上に設けられ、前記第１表示領域及び前
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記第２表示領域における表示を制御する駆動回路と、前記第３基板上であって、前記第３
基板の一端に沿った領域に設けられ、前記駆動回路から前記第１表示領域への信号が入力
される第１端子と、前記第３基板上であって、前記第３基板の前記一端と対向する他の一
端に沿った領域に設けられ、前記駆動回路から前記第２表示領域へのの信号が入力される
第２端子と、を備える表示装置が提供される。
【０００６】
　本発明の一実施形態によると、第１基板の第１面上に設けられた第１表示領域と、前記
第１面上であって、前記第１表示領域と平面的に重畳しない領域に設けられた第２表示領
域と、前記第１表示領域と前記第２表示領域との間に設けられた屈曲部と、前記屈曲部を
介して、前記第１表示領域と前記第２表示領域とが、互いに平面的に重畳するように、か
つ互いに表裏に面して配置されるように前記第１基板が折り曲げられ、折り曲げられた前
記第１基板間に設けられた制御基板と、を有し、前記制御基板上に、前記第１表示領域及
び前記第２表示領域における表示を制御するための駆動回路が設けられ、前記制御基板上
であって、前記制御基板の一端に沿った領域に設けられた第１端子を介して前記第１表示
領域又は前記第２表示領域に前記駆動回路からの信号が入力されることを特徴とする、表
示装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】一実施形態に係る表示装置の斜視図。
【図２】一実施形態に係る表示装置の内部構成を示す概略図。
【図３】一実施形態に係る表示装置の画素の等価回路の一例を示す概略図。
【図４】一実施形態に係る表示装置の平面図。
【図５】一実施形態に係る表示装置の内部構成を示す概略図。
【図６】一実施形態に係る表示装置の信号線の配置の一例を示す概略図。
【図７】一実施形態に係る表示装置の模式的断面図。
【図８】一実施形態に係る表示装置の配線の配置の一例を示す概略図。
【図９】一実施形態に係る表示装置の内部構成を示す概略図。
【図１０】一実施形態に係る表示装置の配線の配置の一例を示す概略図。
【図１１】一実施形態に係る表示装置の配線の配置の一例を示す概略図。
【図１２】一実施形態に係る表示装置の模式的断面図。
【図１３】一実施形態に係る表示装置の内部構成を示す概略図。
【図１４】一実施形態に係る表示装置の模式的断面図。
【図１５】一実施形態に係る表示装置の内部構成を示す概略図。
【図１６】一実施形態に係る表示装置の内部構成を示す概略図。
【図１７】一実施形態に係る表示装置の配線のレイアウトの一例を示す概略図。
【図１８】一実施形態に係る表示装置の駆動信号の一例を示すタイミング図。
【図１９】一実施形態に係る表示装置の配線のレイアウトの一例を示す概略図。
【図２０】一実施形態に係る表示装置の調整回路の内部構成を示すブロック図。
【図２１】一実施形態に係る表示装置の駆動信号の一例を示すタイミング図。
【図２２】一実施形態に係る表示装置の配線のレイアウトの一例を示す概略図。
【図２３】一実施形態に係る表示装置の平面図。
【図２４】一実施形態に係る表示装置の内部構成を示す概略図。
【図２５】一実施形態に係る表示装置の一部分の断面図。
【図２６Ａ】一実施形態に係る表示装置の実際の使用形態の一例を説明するための概略図
。
【図２６Ｂ】一実施形態に係る表示装置の実際の使用形態の一例を説明するための概略図
。
【図２６Ｃ】一実施形態に係る表示装置の実際の使用形態の一例を説明するための概略図
。
【図２７】画像処理方法の一例を説明するための概念図。
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【図２８】画像処理方法の一例を説明するための概念図。
【図２９】画像処理方法の一例を説明するための概念図。
【図３０】画像処理方法の一例を説明するための概念図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の各実施形態について、図面等を参照しつつ説明する。但し、本発明は、
その要旨を逸脱しない範囲において様々な態様で実施することができ、以下に例示する実
施形態の記載内容に限定して解釈されるものではない。
【０００９】
　図面は、説明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等につ
いて模式的に表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するも
のではない。本明細書と各図において、既出の図に関して説明したものと同様の機能を備
えた要素には、同一の符号を付して、重複する説明を省略することがある。
【００１０】
　本明細書と請求項において、ある一つの膜を加工して複数の膜を形成した場合、これら
複数の膜は異なる機能、役割を有することがある。しかしながら、これら複数の膜は同一
の工程で同一層として形成された膜に由来し、同一の材料を有する。したがって、これら
複数の膜は同一層に存在しているものと定義する。
【００１１】
　本明細書および請求項において、ある構造体の上に他の構造体を配置する態様を表現す
るにあたり、単に「上に」と表記する場合、特に断りの無い限りは、ある構造体に接する
ように、直上に他の構造体を配置する場合と、ある構造体の上方に、さらに別の構造体を
介して他の構造体を配置する場合との両方を含むものとする。
【００１２】
　本明細書および請求項において、「ある構造体が他の構造体から露出するという」とい
う表現は、ある構造体の一部が他の構造体によって覆われていない態様を意味し、この他
の構造体によって覆われていない部分は、さらに別の構造体によって覆われる態様も含む
。
【００１３】
＜第１実施形態＞
　本発明の実施形態の一つである表示装置１００の構造を以下に説明する。図１は、本実
施形態の表示装置１００の一例を示す斜視図である。本実施形態では、表示装置１００と
してスマートフォン（携帯電話）を例示する。但し、表示装置１００は、携帯電話に限ら
ず、タブレットＰＣなど、表示画面を有する携帯情報端末であってもよい。尚、図１は、
表示装置１００の表面（第１面）の斜視図である。
【００１４】
　表示装置１００は、第１表示部１０１及びフレーム部１０３を含む。第１表示部１０１
は、画像を表示する画面である。本実施形態では、表示部１０１は平坦であるが、湾曲し
ていてもよい。フレーム部１０３は、表示装置１００の筐体として機能する。フレーム部
１０３は、ベゼルとも呼ばれる。
【００１５】
　表示装置１００は、第１表示部１０１を囲む４辺すべてにフレーム部１０３が配置され
ている。なお、図１において、第１方向（長辺方向）Ｄ１の端部１０ａ及び端部１０ｂに
配置されるフレーム部１０３は、湾曲面を有しているが、平坦面で構成されてもよい。ま
た、フレーム部１０３には、電源ボタン等のハードウェアで構成された操作部１０５が設
けられていてもよい。第１表示部１０１には、アイコン等のユーザーインターフェースを
構成するオブジェクト１０６を表示することができる。
【００１６】
　図２は、図１に示した表示装置１００における表面（第１面）側の内部構成を示す概略
図である。表示装置１００は第１基板２０１を有し、その上にパターニングされた種々の
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絶縁膜、半導体膜、導電膜が形成される。これらの絶縁膜、半導体膜、導電膜により、複
数の画素２０４や画素２０４を駆動するためのゲート側駆動回路２０８が形成される。詳
細は後述するが、本明細書と請求項では、第１基板２０１とこれらの絶縁膜、半導体膜、
導電膜の積層を総じて第１アレイ基板２０２と記す。第１基板２０１は、ガラスや石英、
プラスチックなどを含むことができ、可撓性の第１基板２０１を使用することで表示装置
１００を可撓性の表示装置として使用することができる。
【００１７】
　図２に示すように、複数の画素２０４はマトリクス状に配置され、これらによって表示
領域２０６が定義される。表示領域２０６は、図１に示した第１表示部１０１に対応して
いる。ゲート側駆動回路２０８は表示領域２０６を取り囲む領域（周辺領域）の一側に配
置される。尚、ゲート側駆動回路２０８は、周辺領域の両側に配置されてもよい。図２に
示した例では、画素を駆動するための駆動ＩＣ２１０が第１基板２０１上にさらに設けら
れる。以下、表示装置として発光素子２６０が各画素２０４に設けられた例を用いて本実
施形態を説明する。
【００１８】
　表示領域２０６やゲート側駆動回路２０８、駆動ＩＣ２１０からは、パターニングされ
た導電膜で形成される配線（図示せず）が第１基板２０１の一辺へ延び、第１基板２０１
の端部で露出されて端子２１２を形成する。端子２１２はフレキシブル印刷回路（ＦＰＣ
）基板などのコネクタ２１４と電気的に接続される。図２に示した例では、駆動ＩＣ２１
０は、半導体基板上に形成された集積回路を有しており、基板２０１上に搭載される。し
かしながら、駆動ＩＣ２１０はコネクタ２１４上に設けてもよい。また、第１基板２０１
上に形成される絶縁膜、半導体膜、導電膜を用い、端子２１２と表示領域２０６の間に駆
動回路がさらに形成されてもよい。また、第１基板２０１が可撓性を有する材料で構成さ
れる場合は、コネクタ２１４は第１基板２０１と一体に形成されてもよい。
【００１９】
　各画素２０４には、パターニングされた種々の絶縁膜や半導体膜、導電膜によって発光
素子２６０を含む画素回路が形成される。画素回路の構成は任意に選択することができ、
一例を等価回路として図３に示す。
【００２０】
　図３を参照すると、画素回路は、発光素子２６０に加え、駆動トランジスタ３０１、第
１スイッチングトランジスタ３０３、第２スイッチングトランジスタ３０５、保持容量３
０７、付加容量３０９を含む。発光素子２６０、駆動トランジスタ３０１、第２のスイッ
チングトランジスタ３０５は、高電位電源線３１１と低電位電源線３１３との間で直列に
接続される。高電位電源線３１１には高電位ＰＶＤＤが与えられ、低電位電源線３１３に
は高電位ＰＶＤＤより低い低電位ＰＶＳＳが与えられる。
【００２１】
　駆動トランジスタ３０１は、制御端子としてのゲートと、入出力端子としてのソース、
およびドレインを有する。本実施形態では、駆動トランジスタ３０１はｎチャネル型とし
、高電位電源線３１１と電気的に接続される入出力端子をドレイン、発光素子２６０に電
気的に接続される入出力端子をソースとする。駆動トランジスタ３０１のドレインは第２
スイッチングトランジスタ３０５を介して高電位電源線３１１と電気的に接続され、ソー
スが発光素子２６０の画素電極７３３と電気的に接続される
【００２２】
　駆動トランジスタ３０１のゲートは、第１スイッチングトランジスタ３０３を介して第
１信号線ＶＳＬと電気的に接続される。第１スイッチングトランジスタ３０３は、そのゲ
ートに接続される第１走査線ＳＬＡに与えられる走査信号ＳＧによって動作（オン／オフ
）が制御される。第１スイッチングトランジスタ３０３がオンのとき、第１信号線ＶＳＬ
の電位が駆動トランジスタ３０１のゲートに与えられる。第１信号線ＶＳＬには、初期化
信号Ｖｉｎｉと映像信号Ｖｓｉｇが所定のタイミングで与えられる。初期化信号Ｖｉｎｉ
は一定レベルの初期化電位を与える信号である。第１スイッチングトランジスタ３０３は



(7) JP 2020-12971 A 2020.1.23

10

20

30

40

50

、第１信号線ＶＳＬに同期して、所定のタイミングでオン／オフが制御され、駆動トラン
ジスタ３０１のゲートに初期化信号Ｖｉｎｉ、または映像信号Ｖｓｉｇに基づく電位を供
給する。
【００２３】
　駆動トランジスタ３０１のドレインには、第２信号線ＶＲＳが電気的に接続される。第
２信号線ＶＲＳには、リセットトランジスタ３１５を介してリセット電位Ｖｒｓｔが与え
られる。リセットトランジスタ３１５は、リセット電位Ｖｒｓｔを印加するタイミングが
第３走査線ＳＬＣに与えられるリセット信号ＲＧによって制御される。
【００２４】
　駆動トランジスタ３０１のソースとゲートとの間には、保持容量３０７が設けられる。
付加容量３０９の一方の端子は駆動トランジスタ３０１のソースに接続され、他方の端子
が高電位電源線３１１に接続される。付加容量３０９は、他方の端子が低電位電源線３１
３に接続されるように設けてもよい。保持容量３０７と付加容量３０９は、映像信号Ｖｓ
ｉｇを駆動トランジスタ３０１のゲートに与えるとき、映像信号Ｖｓｉｇに応じたゲート
－ソース間電圧Ｖｇｓを確保するために設けられる。
【００２５】
　駆動ＩＣ２１０は、第１信号線ＶＳＬに初期化信号Ｖｉｎｉ、または映像信号Ｖｓｉｇ
を出力する。一方、ゲート側駆動回路２０８は第１走査線ＳＬＡに走査信号ＳＧを出力し
、第２走査線ＳＬＢに走査信号ＢＧを出力し、第３走査線ＳＬＣにリセット信号ＲＧを出
力する。
【００２６】
　図４は、図１に示した表示装置１００の裏面（第２面）の平面図である。表示装置１０
０の裏面には、第２表示部１０７が設けられる。第２表示部１０７は、画像を表示する画
面である。表示装置１００の裏面において、第２表示部１０７を囲むようにフレーム部１
０３が設けられる。第２表示部１０７は、第１方向Ｄ１に並んで配置された第１領域１１
１ａ及び第２領域１１１ｂを有する。第２表示部１０７は、第１領域１１１ａと第２領域
１１ｂとの間に設けられた非表示部１１３を有する。
【００２７】
　第２表示部１０７の第１領域１１１ａ及び第２領域１１１ｂには、３Ｄ表示用の画像が
それぞれ表示される。即ち、第１領域１１１ａ及び第２領域１１１ｂには、互いに異なる
画像が表示される。第１領域１１１ａ及び第２領域１１１ｂに各々表示された画像をユー
ザが視認すると、両眼視差により３Ｄ画像が視認される。図４に示された第２表示部１０
７において、第１領域１１１ａには左目用画像が表示され、第２領域１１１ｂには右目用
画像が表示される。第１領域１１１ａと第２領域１１１ｂとの間に設けらた非表示部１１
３には画像が表示されない。表示装置１００によって３Ｄ画像を観賞する場合、表示装置
１００を眼鏡やＶＲゴーグルのようにユーザの両目に近接させて使用する。
【００２８】
　図５は、図４に示した表示装置１００における裏面（第２面）側の内部構成を示す概略
図である。表示装置１００は第２基板５０１を有し、その上にパターニングされた種々の
絶縁膜、半導体膜、導電膜が形成される。これらの絶縁膜、半導体膜、導電膜により、複
数の画素５０４や画素５０４を駆動するためのゲート側駆動回路５０８が形成される。本
明細書と請求項では、第２基板５０１とこれらの絶縁膜、半導体膜、導電膜の積層を総じ
て第２アレイ基板５０２と記す。第１基板２０１と同様に、第２基板５０１は、ガラスや
石英、プラスチックなどを含むことができ、可撓性の第２基板５０１を使用することで表
示装置１００を可撓性の表示装置として使用することができる。
【００２９】
　図５に示すように、複数の画素５０４はマトリクス状に配置され、これらによって表示
領域５０６が定義される。表示領域５０６は、図４に示した第２表示部１０７に対応して
いる。表示領域５０６は、第１表示領域５０６－１及び第２表示領域５０６－２を含む。
つまり、第２基板５０１上に複数の表示領域が設けられる。第１表示領域５０６－１は、
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図４に示した第１領域１１１ａに対応している。第２表示領域５０６－２は、図４に示し
た第２領域１１１ｂに対応している。第１表示領域５０６－１と第２表示領域５０６－２
との間には、非表示領域５０７が設けられる。非表示領域５０７には、画素５０４が配置
されない。非表示領域５０７は、図４に示した非表示部１１３に対応している。ゲート側
駆動回路５０８は表示領域５０６を取り囲む領域（周辺領域）の一側に配置される。尚、
ゲート側駆動回路５０８は、周辺領域の両側に配置されてもよい。図５に示した例では、
画素を駆動するための駆動ＩＣ５１０が第２基板５０１上にさらに設けられる。以下、表
示装置として発光素子５６０が各画素５０４に設けられた例を用いて本実施形態を説明す
る。
【００３０】
　表示領域５０６やゲート側駆動回路５０８、駆動ＩＣ５１０からは、パターニングされ
た導電膜で形成される配線（図示せず）が第２基板５０１の一辺へ延び、第２基板５０１
の端部で露出されて端子５１２を形成する。端子５１２はフレキシブル印刷回路（ＦＰＣ
）基板などのコネクタ５１４と電気的に接続される。図５に示した例では、駆動ＩＣ５１
０は、半導体基板上に形成された集積回路を有しており、第２基板５０１上に搭載される
。しかしながら、駆動ＩＣ５１０はコネクタ５１４上に設けてもよい。また、第２基板５
０１上に形成される絶縁膜、半導体膜、導電膜を用い、端子５１２と表示領域５０６の間
に駆動回路がさらに形成されてもよい。また、第２基板５０１が可撓性を有する材料で構
成される場合は、コネクタ５１４は第２基板５０１と一体に形成されてもよい。
【００３１】
　各画素５０４には、パターニングされた種々の絶縁膜や半導体膜、導電膜によって発光
素子５６０を含む画素回路が形成される。画素回路の構成は任意に選択することができる
。ここでは、各画素５０４は、図３に示した画素回路と同様の画素回路を含むものとし、
重複する詳細な説明は省略する。
【００３２】
　図６は、図４及び図５に示した表示装置１００における裏面（第２面）側の信号線の配
置を示す概略図である。図６において、図５に示した構成と同一の構成に対しては、図５
における参照番号と同一の参照番号を付与する。駆動ＩＣ５１０からは、第１方向Ｄ１に
沿って、複数の信号線ＤＬが延長されている。信号線ＤＬは、第１表示領域５０６－１及
び第２表示領域５０６－２において、第１方向Ｄ１に沿って配置された、同じ列の画素５
０４に共通に接続される。画素５０４に接続される信号線ＤＬは、画素５０４に含まれる
画素回路の構成に応じて複数であってもよい。例えば、画素５０４の画素回路が図３に示
した画素回路の構成と同一の構成を有する場合、信号線ＤＬは、第１信号線ＶＳＬ及び第
２信号線ＶＲＳを含んでもよい。
【００３３】
　ゲート側駆動回路５０８からは、第１方向Ｄ１と直行する第２方向Ｄ２に沿って、複数
の走査線ＳＬが延長されている。走査線ＳＬは、第１表示領域５０６－１及び第２表示領
域５０６－２において、第２方向Ｄ２に沿って配置された、同じ行の画素５０４に共通に
接続される。図６に示すように、走査線ＳＬは、非表示領域５０７では配置されない。非
表示領域５０７に走査線ＳＬが配置されないことにより、非表示領域５０７における信号
線ＤＬの負荷が減少する。そのため、信号線ＤＬを介して供給される信号の遅延を低減し
、信号線ＤＬのスループットを向上させることができる。
【００３４】
　尚、画素５０４に接続される走査線ＳＬは、画素５０４に含まれる画素回路の構成に応
じて複数であってもよい。例えば、画素５０４の画素回路が図３に示した画素回路の構成
と同一の構成を有する場合、走査線ＳＬは、第１走査線ＳＬＡ、第２走査線ＳＬＢ及び第
３走査線ＳＬＣを含んでもよい。
【００３５】
　図７は、表示装置１００第１アレイ基板２０２及び第２アレイ基板５０２の断面図であ
る。図７は、表示装置１００の表面（第１面）側の第１表示部１０１と表示装置１００の
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裏面（第２面）側の第２表示部１０７の第１領域１１１ａ又は第２領域１１１ｂとが重畳
している領域の断面を示している。
【００３６】
　図７を参照すると、第１基板２０１と第２基板５０１とは、支持材７０１の両面に設け
られた接着層７０３－１、７０３－２を介して、支持材７０１にそれぞれ固定されている
。支持材７０１は、板状材料であってもよく、フィルム材であってもよい。第１基板２０
１及び第２基板５０１が、透明材料や透光性を有する材料によって構成されている場合、
支持材７０１は、透光性を有さない材料、例えば金属等から構成される。支持材７０１上
に固定された第１基板２０１を含む第１アレイ基板２０２の構成と第２基板５０１を含む
第２アレイ基板５０２の構成とは、略同一であるため、ここでは、第１アレイ基板２０２
の構成について説明する。
【００３７】
　画素回路に含まれる各素子は、アンダーコート７０５を介して、第１基板２０１上に設
けられる。駆動トランジスタ７０７は、半導体膜７０９、ゲート絶縁膜７１１、ゲート電
極７１３、ドレイン電極７１５、ソース電極７１７を含む。ゲート絶縁膜７１１は、半導
体膜７０９を覆うように設けられる。ゲート電極７１３は、ゲート絶縁膜７１１を介して
半導体膜７０９の少なくとも一部と交差するように配置され、半導体膜７０９とゲート電
極７１３が重なる領域にチャネルが形成される。半導体膜７０９はさらに、チャネルを挟
持するドレイン領域７０９ａ及びソース領域７０９ｂを有する。
【００３８】
　ゲート絶縁膜７１１を介し、ゲート電極７１３と同一の層に存在する容量電極７１９が
ソース領域１７２ｂと重なるように設けられる。ゲート電極７１３、容量電極７１９の上
には層間絶縁膜７２１が設けられる。層間絶縁膜７２１とゲート絶縁膜７１１には、ドレ
イン領域７０９ａ、ソース領域７０９ｂに達する開口が形成され、これらの開口を覆うよ
うにドレイン電極７１５及びソース電極７１７が配置される。ソース電極７１７の一部は
、層間絶縁膜７２１を介してソース領域７０９ｂの一部と容量電極７１９と重なり、ソー
ス領域７０９ｂの一部、ゲート絶縁膜７１１、容量電極７１９、層間絶縁膜７２１、及び
ソース電極７１７の一部によって保持容量３０７（図３参照）が形成される。
【００３９】
　駆動トランジスタ７０７や保持容量３０７の上にはさらに平坦化膜７２３が設けられる
。平坦化膜７２３には、ソース電極７１７に達する開口が設けられる。この開口と平坦化
膜７２３の上面の一部を覆う接続電極７２５がソース電極７１７と接するように設けられ
る。平坦化膜７２３上にはさらに付加容量電極７２７が設けられる。接続電極７２５や付
加容量電極７２７は同一の層に存在することができる。接続電極７２５と付加容量電極７
２７を覆うように絶縁膜７３１が形成される。絶縁膜７３１は、平坦化膜７２３に設けら
れた開口部分では接続電極７２５の底面を露出する。これにより、接続電極７２５を介し
、その上に設けられる画素電極７３３とソース電極７１７とが電気的に接続される。絶縁
膜７３１には、その上に設けられる隔壁７３５と平坦化膜７２３の接触を許容するための
開口７３７を設けてもよい。開口７３７を通して平坦化膜７２３中の不純物を除去するこ
とができ、これによって画素回路や発光素子２６０の信頼性を向上させることができる。
なお、接続電極７２５や開口７３７の形成は任意である。
【００４０】
　絶縁膜７３１上には、接続電極７２５と付加容量電極７２７を覆うように、発光素子２
６０の画素電極７３３が設けられる。絶縁膜７３１は付加容量電極７２７と画素電極７３
３によって挟持され、この構造によって付加容量３０９が形成される。画素電極７３３は
、付加容量３０９と発光素子２６０に共有される。
【００４１】
　画素電極７３３の上には、画素電極７３３の端部を覆う隔壁７３５が設けられる。画素
電極７３３、隔壁７３５を覆うように電界発光層（以下、ＥＬ層）７３９、及びその上の
対向電極７４７が設けられる。画素電極７３３、ＥＬ層７３９、及び対向電極７４７によ
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って発光素子２６０が形成される。本明細書と請求項においてＥＬ層７３９とは、画素電
極７３３と対向電極７４７との間に設けられる層全体を指す。
【００４２】
　ＥＬ層７３９は、複数の層から構成することができる。ＥＬ層７３９は、例えばキャリ
ア注入層、キャリア輸送層、発光層、キャリアブロック層、励起子ブロック層など、種々
の機能層を組み合わせて形成される。ＥＬ層７３９の構造は、全ての画素２０４で同一で
あっても良く、異なっていてもよい。例えば発光層の構造や材料を隣接する画素２０４間
で異なるようにＥＬ層７３９を形成することによって、隣接する画素から異なる発光を得
ることができる。全ての画素２０４において同一のＥＬ層７３９を用いる場合には、カラ
ーフィルタを設けることで、複数の発光色を得ることが可能となる。図７においては、代
表的な機能層としてホール輸送層７４１、発光層７４３、電子輸送層７４５が示されてい
る。
【００４３】
　任意の構成として、発光素子１６０上に保護膜（以下、パッシベーション膜）７４９を
設けてもよい。パッシベーション膜７４９の構造は任意に選択することができるが、図７
に示すように、無機化合物を含む第１保護層７５１、有機化合物を含む第２保護層７５３
、及び無機化合物を含む第３保護層７５５を含む積層構造を適用してもよい。
【００４４】
　以上では、第１アレイ基板２０２の構成について説明した。上述したように、第２アレ
イ基板５０２は第１アレイ基板２０２と略同一の構成を有する。そのため、第２アレイ基
５０２についての詳細な説明は省略する。表示装置１００において、第１アレイ基板２０
２及び第２アレイ基板５０２は、支持フィルム７５７、７５９によって挟持される。支持
フィルム７５７、７５９によって適度な物理的強度が与えられる。支持フィルム７５７、
７５９は、図示しない接着層によって第１アレイ基板２０２、第２アレイ基板５０２にそ
れぞれ固定される。図示はしないが、支持フィルム７５７、７５９上にはタッチセンサや
偏光板などを設けてもよい。
【００４５】
　上述したアンダーコート７０５、ゲート絶縁膜７１１、層間絶縁膜７２１、絶縁膜７３
１、第１保護層７５１及び第３保護層７５５は、無機化合物を含むことができる。無機化
合物としては酸化ケイ素や窒化ケイ素などのケイ素を含有する無機化合物などを使用する
ことができる。一方、平坦化膜７２３や隔壁７３５、接着層７０３－１、７０３－２、第
２保護層７５３は有機化合物を含む。有機化合物としては、エポキシ樹脂、アクリル樹脂
、アクリレート樹脂、ポリイミド、ポリアミド、ポリシロキサンなどの高分子を含む。こ
れらの高分子は鎖状構造でも良く、分子内で架橋していてもよい。半導体膜７０９は、シ
リコンやゲルマニウムなどの１４族元素、あるいはインジウムやガリウムなどの１３族元
素や亜鉛などの１２族元素を含む酸化物半導体を含むことができる。ゲート電極７１３や
容量電極７１９、接続電極７２５、付加容量電極７２７、対向電極７４７は、アルミニウ
ムや銅、チタン、モリブデン、タングステン、タンタルなどの金属やその合金、あるいは
インジウム－スズ酸化物（ＩＴＯ）やインジウム－亜鉛酸化物（ＩＺＯ）などの導電性酸
化物を含むことができる。
【００４６】
　本明細書と請求項において、第１アレイ基板２０２とは、第１基板２０１、及びこの上
に設けられる各種層のうち、第１基板２０１からパッシベーション膜７４９までを意味す
る。タッチセンサがパッシベーション膜７４９と支持フィルム７５７との間に設けられる
場合には、アレイ基板２０２は基板２０１からタッチセンサまでを含む。
【００４７】
　上述したように、本実施形態に係る表示装置１００の裏面（第２面）側の第２表示部１
０７において、２つの表示領域、即ち第１表示領域５０６－１と第２表示領域５０６－２
との間に設けられた非表示領域５０７には、走査線ＳＬが配置されない。非表示領域５０
７に走査線ＳＬが配置されないことにより、非表示領域５０７における信号線ＤＬの負荷
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が減少する。そのため、信号線ＤＬを介して供給される信号の遅延を低減し、信号線ＤＬ
のスループットを向上させることができる。
【００４８】
　本実施形態において、第２アレイ基板５０２の非表示領域５０７において、対向電極７
４７を省略してもよい。第２アレイ基板５０２の非表示領域５０７において、対向電極７
４７を省略することにより、信号線ＤＬと対向電極７４７との間の寄生容量の発生を防止
することは可能になる。これにより、信号線ＤＬのスループットをさらに向上させること
ができる。
【００４９】
　尚、本実施形態では、表示装置１００の第２表示部１０７に設けられる画素５０４の表
示素子が発光素子（有機発光素子）である場合を説明した。しかしながら、表示装置１０
０の第２表示部１０７に設けられる画素５０４の表示素子は、発光素子に限定されるわけ
ではなく、液晶表示素子であってもよい。表示素子が液晶素子であっても、第２表示部１
０７の非表示部１１３（第２アレイ基板５０２の非表示領域５０７）において、走査線を
省略することができる。これにより、走査線が省略された第２アレイ基板５０２の非表示
領域５０７において信号線ＤＬの負荷が減少して、信号線ＤＬのスループットを向上させ
ることができる。また、表示素子が液晶素子である場合、第２表示部１０７の非表示部１
１３において、バックライトを省略することができる。そのため、表示装置の消費電力を
低減することができる。
【００５０】
　表示装置１００の第２表示部１０７に設けられる画素５０４の表示素子が液晶表示素子
である場合、第２アレイ基板５０２の非表示領域５０７において、共通電極（対向電極）
を省略してもよい。共通電極を省略することにより、共通電極と信号線ＤＬとの間の寄生
容量の発生を防止することができる。これにより、信号線ＤＬのスループットをさらに向
上させることができる。また、第２アレイ基板５０２の非表示領域５０７において、共通
電極に共通電位を供給する共通配線を省略することができる。共通配線を省略することに
より、共通配線と信号線ＤＬとの間の寄生容量の発生を防止し、信号線ＤＬのスループッ
トをさらに向上させることができる。
【００５１】
＜第２実施形態＞
　第１実施形態では、表示装置１００の裏面（第２面）側の表示部１０７において、２つ
の表示領域、即ち第１表示領域５０６－１と第２表示領域５０６－２との間の非表示領域
５０７に走査線ＳＬを配置しないことにより、非表示領域５０７における信号線ＤＬの負
荷を低減する。本実施形態では、非表示領域における信号線ＤＬ間の距離を調整すること
により、さらに非表示領域における信号線ＤＬの負荷を低減する。
【００５２】
　本実施形態に係る表示装置１００Ａの構成は、表示装置１００Ａの裏面（第２面）側の
信号線ＤＬの配置を除いて、第１実施形態に係る表示装置１００と略同じである。そのた
め、表示装置１００Ａの裏面（第２面）側の信号線ＤＬの配置を除く、表示装置１００Ａ
の詳細な説明は省略する。
【００５３】
　図８は、本実施形態に係る表示装置１００Ａの裏面（第２面）側の第２表示部１０７Ａ
における信号線の配置を示す概略図である。図８において、図４を参照して説明した表示
装置１００の裏面（第２面）側の第２表示部１０７の構成と同一又は類似の構成について
は、図４において示した参照番号と同一又は類似の参照番号を付与する。図８において、
駆動ＩＣ５１０からは、第１方向Ｄ１に沿って、複数の信号線ＤＬが延長されている。信
号線ＤＬは、第１表示領域５０６－１及び第２表示領域５０６－２において、第１方向Ｄ
１に沿って配置された、同じ行の画素に共通に接続される。１つの画素に接続される信号
線ＤＬは、画素に含まれる画素回路の構成に応じて複数であってもよい。
【００５４】
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　ゲート側駆動回路５０８からは、第１方向Ｄ１と直行する第２方向Ｄ２に沿って、複数
の走査線ＳＬが延長されている。走査線ＳＬは、第１表示領域５０６－１及び第２表示領
域５０６－２において、第２方向Ｄ２に沿って配置された、同じ列の画素に共通に接続さ
れる。第１実施形態と同様に本実施形態でも、走査線ＳＬは、非表示領域５０７Ａでは配
置されない。非表示領域５０７Ａに走査線ＳＬが配置されないことにより、非表示領域５
０７Ａにおける信号線ＤＬの負荷が減少する。さらに、図８に示すように、本実施形態で
は、非表示領域５０７Ａにおいて、信号線ＤＬの間隔を拡張する。即ち、隣接する信号線
ＤＬ間の間隔を拡げる。隣接する信号線ＤＬ間の間隔は、同一であってもよく異なってい
てもよい。
【００５５】
　本実施形態では、非表示領域５０７Ａにおいて走査線ＳＬを配置しないことに加えて、
非表示領域５０７Ａにおいて隣接する信号線ＤＬ同士の間隔を拡張する。これにより、非
表示領域５０７Ａにおいて信号線ＤＬの負荷を低減し、隣接する信号線ＤＬ間の寄生容量
の増大を防ぐことができる。その結果、信号線ＤＬを介して供給される信号の遅延を低減
し、信号線ＤＬのスループットをさらに向上させることができる。
【００５６】
　本実施形態では、上述した第１実施形態と同様に、表示装置１００Ａの第２アレイ基板
の非表示領域５０７Ａにおいて、対向電極を省略してもよい。また、第２表示部１０７Ａ
に配置される表示素子が液晶表示素子である場合、第２アレイ基板の非表示領域５０７Ａ
において、共通電極（対向電極）を省略してもよい。また、第２アレイ基板の非表示領域
５０７Ａにおいて、共通電極に共通電位を供給する共通配線を省略してもよい。
【００５７】
＜第３実施形態＞
　第２実施形態では、表示装置１００Ａの第２面（裏面）側の表示部の非表示領域５０７
Ａにおいて、隣接する信号線ＤＬ同士の間隔を拡張することによって、隣接する信号線Ｄ
Ｌ間の寄生容量の増大を防止している。本実施形態では、電源回路に接続された電源線と
、該電源線に隣接する信号線ＤＬとの距離を調整する。
【００５８】
　本実施形態に係る表示装置１００Ｂの構成は、表示装置１００Ｂの裏面（第２面）側の
構成を除いて、第１実施形態に係る表示装置１００と略同じである。そのため、第１実施
形態に係る表示装置１００の構成と重複する構成については説明を省略する。
【００５９】
　図９は、本実施形態に係る表示装置１００Ｂにおける裏面（第２面）側の内部構成を示
す概略図である。図９において、図４を参照して説明した表示装置１００の裏面（第２面
）側の第２表示部１０７の構成と同一又は類似の構成については、図４において示した参
照番号と同一又は類似の参照番号を付与する。表示装置１００Ｂは第２基板５０１Ｂを有
し、その上にパターニングされた種々の絶縁膜、半導体膜、導電膜が形成される。これら
の絶縁膜、半導体膜、導電膜により、複数の画素５０４や画素５０４を駆動するためのゲ
ート側駆動回路５０８が形成される。ここでは、第２基板５０１Ｂとこれらの絶縁膜、半
導体膜、導電膜の積層を総じて第２アレイ基板５０２Ｂと記す。第２基板５０１Ｂは、ガ
ラスや石英、プラスチックなどを含むことができ、可撓性の第２基板５０１Ｂを使用する
ことで表示装置１００Ｂを可撓性の表示装置として使用することができる。
【００６０】
　図９に示すように、複数の画素５０４はマトリクス状に配置され、これらによって表示
領域５０６が定義される。表示領域５０６は、表示装置１００Ｂにおける裏面（第２面）
側の第２表示部１０７Ｂに対応している。表示領域５０６は、上述した第１実施形態及び
第２実施形態と同様に、第１表示領域５０６－１、第２表示領域５０６－２、及び第１表
示領域５０６－１と第２表示領域５０６－２との間に非表示領域５０７Ｂが設けられる。
非表示領域５０７Ｂには、画素５０４が配置されない。ゲート側駆動回路５０８は表示領
域５０６を取り囲む領域（周辺領域）の一側に配置される。尚、ゲート側駆動回路５０８
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は、周辺領域の両側に配置されてもよい。
【００６１】
　本実施形態では、画素５０４を駆動するための駆動ＩＣ５１０Ｂが電源回路５１１Ｂと
ともにフレキシブル印刷回路（ＦＰＣ）基板などのコネクタ５１４Ｂ上に設けられる。表
示領域５０６Ｂやゲート側駆動回路５０８Ｂからは、パターニングされた導電膜で形成さ
れる配線（図示せず）が第２基板５０１Ｂの一辺へ延び、第２基板５０１Ｂの端部で露出
されて端子５１２Ｂを形成する。端子５１２Ｂはコネクタ５１４Ｂと電気的に接続される
。各画素５０４は、図３に示した画素回路と同様の画素回路を含むものとする。また、第
２基板５０１Ｂが可撓性を有する材料で構成される場合は、コネクタ５１４Ｂは第２基板
５０１Ｂと一体に形成されてもよい。
【００６２】
　本実施形態では、駆動ＩＣ５１０Ｂとともに電源回路５１１Ｂがコネクタ５１４上に設
けられる。電源回路５１１Ｂは、表示領域５０６Ｂに配置された画素５０４に高電位ＰＶ
ＤＤ及び高電位ＰＶＤＤより低い低電位ＰＶＳＳを含む電源電位を供給する。
【００６３】
　図１０は、本実施形態に係る表示装置１００Ｂにおける裏面（第２面）側の信号線の配
置を示す概略図である。図１０において、端子５１２Ｂからは、第１方向Ｄ１に沿って、
複数の信号線ＤＬ及び複数の電源線ＰＬが延長されている。電源線ＰＬは、図９に示した
電源回路５１１Ｂから高電位ＰＶＤＤ及び低電位ＰＶＳＳを画素５０４Ｂに供給する配線
である。電源線ＰＬは、高電位電源線３１１、及び低電位電源線３１３（図３参照）を含
んでもよい。
【００６４】
　図１０に示すように、本実施形態では、信号線ＤＬと電源線ＰＬとが互いに隣接するよ
う配置される。信号線ＤＬと電源線ＰＬは、第１方向Ｄ１に沿って略平行に延長される。
ゲート側駆動回路５０８Ｂからは、第１方向Ｄ１と直行する第２方向Ｄ２に沿って、複数
の走査線ＳＬが延長される。第１実施形態及び第２実施形態と同様に本実施形態でも、走
査線ＳＬは、非表示領域５０７Ｂでは配置されない。非表示領域５０７Ｂに走査線ＳＬが
配置されないことにより、非表示領域５０７Ｂにおける信号線ＤＬの負荷が減少する。さ
らに、図１０に示すように、本実施形態では、非表示領域５０７Ｂにおいて、互い隣接す
る信号線ＤＬと電源線ＰＬとの間隔を拡張する。隣接する信号線ＤＬ電源線ＰＬとの間隔
は、同一であってもよく異なっていてもよい。
【００６５】
　本実施形態では、非表示領域５０７Ｂにおいて走査線ＳＬを配置しないことに加えて、
非表示領域５０７Ｂにおいて隣接する信号線ＤＬと電源線ＰＬとの間隔を拡張する。これ
により、非表示領域５０７Ｂにおける信号線ＤＬの負荷を低減し、隣接する信号線ＤＬと
電源線との間の寄生容量の増大及びクロストークの発生を防ぐことができる。その結果、
信号線ＤＬ及び電源線ＰＬを介して供給される信号の遅延を低減し、信号線ＤＬ及び電源
線ＰＬのスループットをさらに向上させることができる。
【００６６】
　本実施形態において、非表示領域５０７Ｂにおける信号線ＤＬ及び電源線ＰＬの配置は
、図１０に示した配置に限定されるわけではない。図１１は、本実施形態に係る表示装置
１００Ｂにおける裏面（第２面）側の信号線ＤＬと電源線ＰＬの別の配置を示す概略図で
ある。図１１に示すように、非表示領域５０７Ｂにおいて、信号線ＤＬ及び電源線ＰＬは
斜めに配置されてもよい。
【００６７】
　本実施形態では、上述した第１実施形態と同様に、表示装置１００Ｂの第２アレイ基板
の非表示領域５０７Ｂにおいて、対向電極を省略してもよい。また、第２表示部１０７Ｂ
に配置される表示素子が液晶表示素子である場合、第２アレイ基板の非表示領域５０７Ｂ
において、共通電極（対向電極）を省略してもよい。また、第２アレイ基板の非表示領域
５０７Ｂにおいて、共通電極に共通電位を供給する共通配線を省略してもよい。
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【００６８】
＜第４実施形態＞
　第１～第３実施形態では、表示部の画素を駆動するための駆動ＩＣ２１０が第１基板２
０１上又はコネクタ２１４上に設けられている場合を説明した。本実施形態では、駆動Ｉ
Ｃが第１基板及び第２基板とは異なる第３基板上に設けらえている場合について説明する
。
【００６９】
　図１２は、本実施形態に係る表示装置１００Ｃの断面模式図を示す。表示装置１００Ｃ
の概略構成は、後述する駆動ＩＣ２１０Ｃや電源回路が第３基板に設けられることを除い
て、上述した表示装置１００、１００Ａ、１００Ｂと略同じであることができる。図１２
を参照して説明する本実施形態に係る表示装置１００Ｃについて、図１～図７を参照して
説明した第１実施形態に係る表示装置１００と同一又は類似の構成については、図１～図
７で用いた参照番号と同一又は類似の参照番号を付与し、重複する説明は省略する。図１
２は、図１に示した第１実施形態に係る表示装置１００の第１方向Ｄ１に沿った断面図に
対応している。
【００７０】
　表示装置１００Ｃは、第１アレイ基板２０２Ｃと第２アレイ基板５０２Ｃと、第３基板
４０１とを有する。第１アレイ基板２０２Ｃは、フレキシブル印刷回路（ＦＰＣ）基板を
第１基板として含んでもよい。同様に、第２アレイ基板５０２Ｃも、フレキシブル印刷回
路（ＦＰＣ）基板を第２基板として含んでもよい。第３基板４０１は、ガラスや石英、プ
ラスチックなどを含むことができる。、また、第３基板４０１として、可撓性の基板を使
用してもよい。第３基板４０１が可撓性を有することで表示装置１００Ｃを可撓性の表示
装置として使用することができる。
【００７１】
　第３基板４０１には、駆動ＩＣ２１０Ｃや電源回路（図示せず）などが実装される。駆
動ＩＣ２１０や電源回路などが実装された第３基板４０１の第１面４０２において、第１
方向Ｄ１の両端部に第１端子２１２Ｃ及び第２端子５１２Ｃが設けられる。第１端子２１
２Ｃ及び第２端子５１２Ｃは、第３基板４０１に実装された駆動ＩＣや電源回路と電気的
に接続される。また、第１端子２１２Ｃは、第１アレイ基板２０２Ｃに含まれる第１基板
に設けられたコネクタ（図示せず）と電気的に接続される。同様に、第２端子５１２Ｃは
、第２アレイ基板５０２Ｃに含まれる第２基板に設けられたコネクタ（図示せず）に電気
的に接続される。第１アレイ基板２０２Ｃの第１基板に設けられるコネクタは、絶縁膜、
半導体膜、導電膜などが積層される表面（第１面）２０２Ｃ－１に設けられる。一方、第
２アレイ基板５０２Ｃの第２基板に設けられるコネクタは、絶縁膜、半導体膜、導電膜な
どが積層される表面（第１面）５０２Ｃ－１とは反対側の裏面（第２面）５０２Ｃ－２に
設けられる。
【００７２】
　第１アレイ基板２０２Ｃは、裏面（第２面）２０２Ｃ－２が第３基板４０１に対向する
ように折り曲げられる。折り曲げられた屈曲部４０５には、折り曲げられた状態を維持す
るためにスペーサ４０４が設けられてもよい。スペーサ４０４は、第１アレイ基板２０２
Ｃの裏面（第２面）２０２Ｃ－２の折り曲げられる部分に設けられた接着層４０６を介し
て第１アレイ基板２０２Ｃに固定される。これにより、第１アレイ基板２０２Ｃは、折り
曲げられた状態を安定に保つことができる。
【００７３】
　第２アレイ基板５０２Ｃは、裏面（第２面）５０２Ｃ－２が第３基板４０１に対向する
ように折り曲げられる。折り曲げられた屈曲部４０９には、折り曲げられた状態を維持す
るためにスペーサ４０８が設けられてもよい。スペーサ４０８は、第２アレイ基板５０２
Ｃの裏面（第２面）５０２Ｃ－２の折り曲げられる部分に設けられた接着層４１０を介し
て第２アレイ基板５０２Ｃに固定される。これにより、第２アレイ基板５０２Ｃは、折り
曲げられた状態を安定に保つことができる。
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【００７４】
　本実施形態の表示装置１００Ｃによると、駆動ＩＣ２１０Ｃや電源回路と、これらの駆
動ＩＣ２１０Ｃや電源回路に電気的に接続された端子２１２Ｃ又は端子５１２Ｃとが第３
基板４０１の第１面４０２上に配置される。第３基板４０１の第１方向Ｄ１の一端部に設
けられた端子２１２Ｃとの電気的接続をとるために、第１アレイ基板２０２Ｃの第１方向
Ｄ１の一端部側が折り曲げられる。また、第３基板４０１の第１方向Ｄ１の他端部に設け
られた端子５１２Ｃとの電気的接続をとるために、第２アレイ基板５０２Ｃの第１方向Ｄ
１の他端部側が折り曲げられる。このように、表示装置１００Ｃの第１方向Ｄ１の一端部
側で第１アレイ基板２０２Ｃが折り曲げられ、他端部側で第２アレイ基板５０２Ｃが折り
曲げられる、即ち、第１アレイ基板２０２Ｃの屈曲部４０５と、第２アレイ基板５０２Ｃ
の屈曲部４０９とが重畳しないことにより、表示装置１００Ｃの全体的な厚さを低減する
ことができる。
【００７５】
＜第５実施形態＞
　上述した第１実施形態～第４実施形態では、表示装置の表面（第１面）に設けられた第
１表示部と該表示装置の裏面（第２面）に設けられた第２表示部とは、それぞれ別の基板
上に設けられている。本実施形態では、第１表示部及び第２表示部が同一の基板上に設け
られている場合について説明する。
【００７６】
　図１３は、本実施形態に係る表示装置１００Ｄの内部構成を示す概略図である。表示装
置１００Ｄの概略構成は、第１表示部と第２表示部とが同一基板の同一面上に設けらてい
ることを除いて、上述した表示装置１００、１００Ａ、１００Ｂと略同じであることがで
きる。図１３を参照して説明する本実施形態に係る表示装置１００Ｄについて、図１～図
７を参照して説明した第１実施形態に係る表示装置１００と同一又は類似の構成について
は、図１～図７で用いた参照番号と同一又は類似の参照番号を付与し、重複する説明は省
略する。
【００７７】
　図１３を参照すると、表示装置１００Ｄは、基板６０１を有し、その上にパターニング
された種々の絶縁膜、半導体膜、導電膜が形成される。これらの絶縁膜、半導体膜、導電
膜により、複数の第１画素２０４、複数の第２画素５０４Ｄや、第１画素２０４Ｄ又は第
２画素５０４Ｄを駆動するための第１ゲート側駆動回路２０８Ｄ、第２ゲート側駆動回路
５０８Ｄが形成される。本明細書と請求項では、基板６０１とこれらの絶縁膜、半導体膜
、導電膜の積層を総じてアレイ基板６０２と記す。基板６０１は可撓性を有する。
【００７８】
　図１３に示すように、複数の第１画素２０４Ｄはマトリクス状に配置され、これらによ
って表示領域２０６が定義される。表示領域２０６は、表示装置１００Ｄの表面（第１面
）側に設けられる第１表示部１０１Ｄに対応している。第１ゲート側駆動回路２０８Ｄは
表示領域２０６を取り囲む領域（周辺領域）の一側に配置される。尚、第１ゲート側駆動
回路２０８Ｄは、周辺領域の両側に配置されてもよい。図１３に示した例では、第１画素
２０４Ｄを駆動するための駆動ＩＣ２１０が基板６０１上にさらに設けられる。
【００７９】
　さらに、複数の第２画素５０４Ｄはマトリクス状に配置され、これらによって表示領域
５０６Ｄが定義される。表示領域５０６Ｄは、表示装置１００Ｄの裏面（第２面）側に設
けられる第２表示部１０７Ｄに対応している。表示領域５０６Ｄは、第１表示領域５０６
Ｄ－１及び第２表示領域５０６Ｄ－２を含む。第１表示領域５０６Ｄ－１は、図４に示し
た第１領域１１１ａに対応している。第２表示領域５０６Ｄ－２は、図４に示した第２領
域１１１ｂに対応している。第１表示領域５０６Ｄ－１と第２表示領域５０６Ｄ－２との
間には、非表示領域５０７Ｄが設けられる。非表示領域５０７Ｄには、第２画素５０４Ｄ
が配置されない。非表示領域５０７Ｄは、図４に示した非表示部１１３に対応している。
第２ゲート側駆動回路５０８Ｄは表示領域５０６Ｄを取り囲む領域（周辺領域）の一側に
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配置される。尚、第２ゲート側駆動回路５０８Ｄは、周辺領域の両側に配置されてもよい
。
【００８０】
　表示領域２０６、第１ゲート側駆動回路２０８Ｄ及び駆動ＩＣ２１０からは、パターニ
ングされた導電膜で形成される配線（図示せず）が基板６０１の一辺へ延び、基板６０１
の端部で露出されて端子２１２を形成する。端子２１２はフレキシブル印刷回路（ＦＰＣ
）基板などのコネクタ２１４と電気的に接続される。同様に、表示領域５０６Ｄ、第２ゲ
ート側駆動回路５０８Ｄ及び駆動ＩＣ５１０Ｄからは、パターニングされた導電膜で形成
される配線（図示せず）が基板６０１の一辺へ延び、基板６０１の端部で露出されて端子
５１２Ｄを形成する。端子５１２Ｄはフレキシブル印刷回路（ＦＰＣ）基板などのコネク
タ５１４Ｄと電気的に接続される。
【００８１】
　図１３に示した例では、駆動ＩＣ２１０、５１０Ｄは、半導体基板上に形成された集積
回路を有しており、基板６０１上に搭載される。しかしながら、駆動ＩＣ２１０はコネク
タ２１４上に設けられてもよい。同様に、駆動ＩＣ５１０は、コネクタ５１４Ｄ上に設け
られてもよい。また、基板６０１上に形成される絶縁膜、半導体膜、導電膜を用い、端子
２１２と表示領域２０６との間及び端子５１２Ｄと表示領域５０６Ｄとの間に駆動回路が
さらに形成されてもよい。
【００８２】
　基板６０１（アレイ基板６０２）には屈曲部６０３が設けられる。基板６０１（アレイ
基板６０２）は、屈曲部６０３において折り曲げられる。図１４は、基板６０１（アレイ
基板６０２）を屈曲部６０３で折り曲げた際の表示装置１００Ｄの一部の断面模式図を示
す。基板６０１（アレイ基板６０２）は、絶縁膜、半導体膜や導電膜が積層されていない
面を内側にして折り曲げられる。図１４に示すように、基板６０１（アレイ基板６０２）
の両面上には保護フィルム６０７、６０９が設けられていてもよい。この場合、基板６０
１（アレイ基板６０２）とともに、保護フィルム６０７、６０９も折り曲げられる。折り
曲げられた屈曲部６０３には、折り曲げられた状態を維持するためにスペーサ６０５が設
けられてもよい。スペーサ６０５は、接着層（図示せず）を介して折り曲げられた基板６
０１（アレイ基板６０２）の内側に設けられた保護フィルム６０９に固定される。これに
より、基板６０１（アレイ基板６０２）は、折り曲げられた状態を安定に保つことができ
る。尚、折り曲げられた基板６０１と保護フィルム６０９の内側には、支持フィルム６１
１が設けられていてもよい。
【００８３】
　本実施形態に係る表示装置１００Ｄによると、表示装置１００Ｄの表面（第１面）側の
第１表示部１０１Ｄに対応する表示領域２０６と、裏面（第２面）側の第２表示部１０７
Ｄに対応する表示領域５０６Ｄとが一つの基板に設けられる。これにより、表示装置１０
０Ｄの全体的な厚さを低減することができる。また、折り曲げられた基板６０１の屈曲部
６０３に設けられたスペーサ６０５の高さを調節することにより、表示装置１００Ｄの厚
さを調節することができる。
【００８４】
　また本実施形態においては、図１４において支持フィルム６１１に相当する箇所に、図
１２に示した第３基板４０１に相当する基板が設けられてもよい。即ち、図１３において
表示領域２０６が設けられた領域と、表示領域５０６Ｄが設けられた領域とで、第３基板
４０１を挟み込むような構成となる。図１２においては、第１アレイ基板２０２Ｃと第２
アレイ基板５０２Ｃとがそれぞれ別の基板であったが、本実施形態においてはこれらが互
いに繋がる形態となる。図１４では図示していないが、図１２に示したように、第３基板
上に設けられた端子を介して、基板６０１上に設けられた表示領域が制御されるように構
成される。両者の接続には、ＦＰＣを用いてもよいし、基板６０１をそのまま延在させた
先に端子を設け、第３基板上の端子と互いに接続させてもよい。
【００８５】
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　図１３に示した表示装置１００Ｄでは、表示領域２０６から延長された配線（図示せず
）は基板６０１の一辺へ延び、基板６０１の端部で露出されて端子２１２を形成し、コネ
クタ２１４と電気的に接続される。同様に、表示領域５０６Ｄから延長された配線（図示
せず）は基板６０１の一辺へ延び、基板６０１の端部で露出されて端子５１２Ｄを形成し
、コネクタ５１４Ｄと電気的に接続される。図１３に示すように、端子２１２は、表示領
域２０６に隣接する基板６０１の第１方向Ｄ１の一端側に設けられる。同様に、端子５１
２Ｄは、表示領域５０６Ｄに隣接する基板６０１の第１方向Ｄ１の一端側に設けられる。
しかしながら、本実施形態はこれに限定されるわけではない。基板６０１が可撓性を有す
る材料で構成される場合は、コネクタ２１４、及びコネクタ５１４Ｄは基板６０１と一体
に形成されてもよい。
【００８６】
　図１５は、本実施形態の別の一例の表示装置１００Ｅの内部構成を示す概略図である。
表示装置１００Ｅの構成は、基板に設けられた端子、及び駆動ＩＣの位置を除いて、図１
３を参照して説明した表示装置１００Ｄの構成と略同一である。そのため、図１５では、
表示装置１００Ｄの構成と同一又は類似の構成については、図１３で用いた参照番号と同
一の参照番号を付与し、重複する説明は省略する。
【００８７】
　図１５に示すように、表示装置１００Ｅでは、表示装置１００Ｅの表面（第１面）側の
第１表示部１０１Ｄに対応する表示領域２０６から延長された配線、及び表示装置１００
Ｅの裏面（第２面）側の第２表示部１０７Ｄに対応する表示領域５０６Ｄから延長された
配線は、表示領域２０６に隣接する、基板６０１の第１方向Ｄ１の端部で露出されて端子
７６１を形成する。配線は、複数の信号線ＤＬや複数の電源線ＰＬを含む。端子７６１は
、フレキシブル印刷回路（ＦＰＣ）基板などのコネクタ７６７と電気的に接続される。コ
ネクタ７６７上には、表示領域２０６に設けられた画素２０４Ｄ、及び表示領域５０６Ｄ
に設けらえた画素５０４Ｄを駆動するための駆動ＩＣ７６３が電源回路７６５とともに設
けられる。また、基板６０１が可撓性を有する材料で構成される場合は、コネクタ７６７
は基板６０１と一体に形成されてもよい。基板６０１が屈曲部６０３で折り曲げられる際
、コネクタ７６７は、折り曲げられた基板６０１の間に配置される。
【００８８】
　図１５に示した表示装置１００Ｅでは、表示領域２０６から延長された配線だけではな
く、表示領域５０６Ｄから延長された配線も、表示領域２０６に隣接する、基板６０１の
第１方向Ｄ１の一端側で露出されて端子７６１を形成している。つまり、表示装置１００
Ｅの表面（第１面）側で、表示領域２０６から延長された配線と、表示領域５０６Ｄから
延長された配線とが駆動ＩＣ７６３及び電源回路７６５と電気的に接続される。尚、図１
５では、表示領域２０６に隣接する、基板６０１の第１方向Ｄ１の一端側で端子７６１が
形成されている。しかしながら、端子７６１は、表示領域５０６Ｄに隣接する、基板６０
１の第１方向Ｄ１の一端側で形成されてもよい。
【００８９】
＜第６実施形態＞
　上述した第１～第５実施形態では、表示装置の表面（第１面）に設けられた第１表示部
の画素に走査信号を供給するゲート側駆動回路と、裏面（第２面）に設けられた第２表示
部の画素に走査信号を供給するゲート側駆動回路とをそれぞれ設けている。本実施形態で
は、一つのゲート側駆動回路によって第１表示部の画素及び第２表示部の画素に走査信号
を供給する場合について説明する。
【００９０】
　図１６は、本実施形態に係る表示装置１００Ｆの内部構成を示す概略図である表示装置
１００Ｆの構成は、ゲート側駆動回路を除いて、図１５を参照して説明した表示装置１０
０Ｅの構成と略同一である。そのため、図１６では、表示装置１００Ｅの構成と同一又は
類似の構成については、図１５で用いた参照番号と同一の参照番号を府より、重複する説
明は省略する。
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【００９１】
　図１６を参照すると、表示装置１００Ｆは、基板６０１を有し、その上にパターニング
された種々の絶縁膜、半導体膜、導電膜が形成される。これらの絶縁膜、半導体膜、導電
膜により、複数の第１画素２０４、複数の第２画素５０４Ｄや、第１画素２０４Ｄ及び第
２画素５０４Ｄを駆動するためのゲート側駆動回路８０１が形成される。
【００９２】
　図１６に示すように、ゲート側駆動回路８０１は、表示領域５０６Ｄを取り囲む領域（
周辺領域）の一側に配置される。つまり、ゲート側駆動回路８０１は、基板６０１が屈曲
部６０３で折り曲げられる際、表示領域５０６Ｄとともに表示装置１００の裏面（第２面
）側に設けられる。ゲート側駆動回路８０１は、表示領域２０６に設けられた画素２０４
Ｄ及び表示領域５０６Ｄに設けられた画素５０４Ｄに走査信号を供給する。尚、ゲート側
駆動回路８０１は、表示領域２０６を取り囲む領域（周辺領域）の一側に配置されてもよ
い。
【００９３】
　表示領域２０６、ゲート側駆動回路８０１及び表示領域５０６Ｄからは、パターニング
された導電膜で形成される配線が基板６０１の一辺へ延長される。これらの配線は、表示
領域２０６に隣接する、基板６０１の端部で露出されて端子８０３を形成する。端子８０
３はフレキシブル印刷回路（ＦＰＣ）基板などのコネクタ８０５と電気的に接続される。
コネクタ８０５上には、表示領域２０６に設けられた画素２０４Ｄ、及び表示領域５０６
Ｄに設けられた画素５０４Ｄを駆動するための駆動ＩＣ７６３、電源回路７６５とともに
、信号制御回路８０７が設けられてもよい。信号制御回路８０７は、水平同期信号Ｈｓｙ
ｎｃ及び垂直同期信号Ｖｓｙｎｃを含むゲート駆動開始信号やクロック信号ＣＬＫをゲー
ト側駆動回路８０１に供給する。また、基板６０１が可撓性を有する材料で構成される場
合は、コネクタ８０５は基板６０１と一体に形成されてもよい。基板６０１が屈曲部６０
３で折り曲げられる際、コネクタ８０５は、折り曲げられた基板６０１の間に配置される
。
【００９４】
　ゲート側駆動回路８０１は、信号制御回路８０７から供給されるゲート駆動開始信号や
クロック信号に基づいて、画素２０４Ｄ及び画素５０４Ｄに走査信号を供給する。このと
き、ゲート側駆動回路８０１は、画素２０４Ｄ及び画素５０４Ｄに走査信号を同時に供給
する。第１実施形態において述べたように、表示装置１００Ｆの裏面（第２面）側の第２
表示部１０７Ｄでは、３Ｄ表示用の画像が表示される。表示装置１００Ｆによって３Ｄ画
像を観賞する場合、表示装置１００Ｆを眼鏡やＶＲゴーグルのようにユーザの両目に近接
させて使用する。そのため、第２表示部１０７Ｄに対応する、表示領域５０６Ｄに含まれ
る第１表示領域５０６Ｄ－１及び第２表示領域５０６Ｄ－２は、それぞれ第１表示部に対
応する表示領域２０６よりも高精細である。このような表示領域２０６及び表示領域５０
６Ｄに対して、同時に走査信号を供給する方法を説明する。
【００９５】
　図１７は、表示装置１００Ｆにおける走査線ＳＬのレイアウトの一例を示す図である。
図１７に示すように、ゲート側駆動回路８０１から第１表示部１０１Ｄの表示領域２０６
に第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍ（ｍは任意の自然数）が延長される。また
、ゲート側駆動回路８０１から第２表示部１０７Ｄの第１表示領域５０６Ｄ－１及び第２
表示領域５０６Ｄ－２に第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎ（ｎは任意の自然数
）が延長される。一例として、図１７では、第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎ
のピッチが第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍのピッチの１／２倍である。尚、
第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍは、表示領域２０６に設けられた画素２０４
Ｄに含まれる画素回路の構成に応じてそれぞれ複数の走査線を含んでもよい。同様に、第
２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ１－ｎは、表示領域５０６Ｄに設けられた画素５０４
Ｄに含まれる画素回路の構成に応じてそれぞれ複数の走査線を含んでもよい。
【００９６】
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　図１８は、図１７に示したレイアウトの第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍ及
び第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ１－ｎに供給される走査信号のタイミング図の一
例である。図１８において、“ＳＳ１”は第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍに
供給される第１表示部用走査信号を示し、“ＳＳ２”は第２表示部用走査線ＳＬ２－１～
ＳＬ２－ｎに供給される第２表示部用走査信号を示す。図１８に示すように、第１表示部
用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍのピッチが第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎ
の２倍である場合、第１表示部用走査信号ＳＳ１の信号間隔Ｉｎ１は、第２表示部用走査
信号ＳＳ２の信号間隔Ｉｎ２の２倍であってもよい。
【００９７】
　図１９は、表示装置１００Ｆにおける走査線ＳＬのレイアウトの別の一例を示す図であ
る。図１９に示した走査線ＳＬのレイアウトの一例は、ゲート側駆動回路から延びる第１
表示部用走査線が後述する調整回路を介して表示領域２０６に延長されることを除いて、
図１７を参照して説明した表示装置１００Ｆにおける走査線ＳＬのレイアウトの一例と略
同一である。そのため、図１９において、図１７に示した構成と同一又は類似の構成につ
いては、同一又は類似の参照番号を付与して、重複する説明は省略する。
【００９８】
　図１９に示すように、ゲート側駆動回路８０１Ａから第１表示部１０１Ｄの表示領域２
０６に第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ１－ｎ（ｎは任意の自然数）が延長される。
本例では、ゲート側駆動回路８０１Ａと第１表示部１０１Ｄの表示領域２０６との間に調
整回路９０１が設けられる。ゲート側駆動回路８０１Ａから調整回路９０１に第１表示部
用サブ走査線ＳＬ１－１ａ、ＳＬ１－１ｂ、ＳＬ１－２ａ、ＳＬ１－２ｂ、・・・、ＳＬ
１－ｍａ、ＳＬ１－ｍｂ（ｍは任意の自然数）が延長される。図１９に示す走査線ＳＬの
レイアウトでは、後述するように、第１表示部用走査信号ＳＳ１及び第２表示部用走査信
号ＳＳ２をゲート側駆動回路８０１Ａから同じタイミングで出力することができる。この
場合、ゲート側駆動回路８０１Ａから出力される第１表示部用走査信号ＳＳ１の信号間隔
及び第２表示部用走査信号ＳＳ２の信号間隔は同一であることができる。
【００９９】
　図２０は、調整回路９０１の内部構成を示すブロック図である。調整回路９０１は、マ
ルチプレクサ（ＭＵＸ）９０３及びタイミング制御回路９０５を含む。調整回路９０１は
、ｍ個のマルチプレクサ９０３－１～９０３－ｍを有する。マルチプレクサ９０３は、第
１表示部用サブ走査線ＳＬ１－１ａ、ＳＬ１－１ｂ、ＳＬ１－２ａ、ＳＬ１－２ｂ、・・
・、ＳＬ１－ｍａ、ＳＬ１－ｍｂを介して第１表示部用走査信号ＳＳ１が入力される複数
の入力端子と、入力された第１表示部用走査信号ＳＳ１を合成して出力する一つの出力端
子と、制御信号Ｃが入力される制御端子とを有する。タイミング制御回路９０５は、制御
信号Ｃを生成して、生成した制御信号Ｃをマルチプレクサ９０３－１～９０３－ｍに供給
する。各マルチプレクサ９０３－１～９０３－ｍは、制御信号Ｃに基づいて、第１表示部
用走査信号ＳＳ１を合成して出力する。ここでは、一例として、マルチプレクサ９０３が
二つの入力端子を有する場合を説明する。具体的には、マルチプレクサ９０３－１は、第
１表示部用サブ走査線ＳＬ１－１ａ、ＳＬ１－１ｂを介して入力された第１表示部用走査
信号ＳＳ１を合成して出力する。同様に、マルチプレクサ９０３－２（図示せず）は、第
１表示部用サブ走査線ＳＬ１－２ａ、ＳＬ１－２ｂを介して入力された第１表示部用走査
信号ＳＳ１を合成して出力する。第１表示部用サブ走査線ＳＬ１－１ａには、第２表示部
用走査線ＳＬ２－１に第２表示部用走査信号ＳＳ２がゲート側駆動回路８０１Ａから供給
されるタイミングと同一のタイミングで第１表示部用走査信号ＳＳ１がゲート側駆動回路
８０１Ａから供給される。第１表示部用サブ走査線ＳＬ１－１ｂには、第２表示部用走査
線ＳＬ２－２に第２表示部用走査信号ＳＳ２がゲート側駆動回路８０１Ａから供給される
タイミングと同一のタイミングで第１表示部用走査信号ＳＳ１がゲート側駆動回路８０１
Ａから供給される。第１表示部用サブ走査線ＳＬ１－２ａには、第２表示部用走査線ＳＬ
２－３に第２表示部用走査信号ＳＳ２がゲート側駆動回路８０１Ａから供給されるタイミ
ングと同一のタイミングで第１表示部用走査信号ＳＳ１がゲート側駆動回路８０１Ａから
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供給される。第１表示部用サブ走査線ＳＬ２－１ｂには、第２表示部用走査線ＳＬ２－４
（図示せず）に第２表示部用走査信号ＳＳ２がゲート側駆動回路８０１Ａから供給される
タイミングと同一のタイミングで第１表示部用走査信号ＳＳ１がゲート側駆動回路８０１
Ａから供給される。
【０１００】
　マルチプレクサ９０３の出力端子には、表示領域２０６に延長される第１表示部用走査
線ＳＬ１－ｍが接続される。マルチプレクサ９０３－１～９０３－ｍから出力された信号
は、それぞれ第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍを通じて表示領域２０６に設け
られた画素２０４に供給される。ここでは、第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍ
のピッチは、第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｋのピッチの２倍である。
【０１０１】
　図２１は、図１９に示したレイアウトの第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍ及
び第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎに供給される走査信号ＳＳ１、ＳＳ２のタ
イミング図の一例である。図２１において、“ＳＳ１”は第１表示部用走査線ＳＬ１－１
～ＳＬ１－ｍに供給される第１表示部用走査信号を示し、“ＳＳ２”は第２表示部用走査
線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎに供給される第２表示部用走査信号を示す。上述したように、
第１表示部用サブ走査線ＳＬ１－１ａ、ＳＬ１－１ｂ、ＳＬ１－２ａ、ＳＬ１－２ｂ、・
・・、ＳＬ１－ｍａ、ＳＬ１－ｍｂを介してゲート側駆動回路８０１Ａから出力された第
１表示部用走査信号ＳＳ１は、調整回路９０１によって合成されて第１表示部用走査線Ｓ
Ｌ１－１～ＳＬ１－ｍにそれぞれ出力される。ここでは、ゲート側駆動回路８０１Ａから
第１表示部用サブ走査線ＳＬ１－１ａ、ＳＬ１－１ｂを介して供給された２つの第１表示
部用走査信号ＳＳ１が、調整回路９０１によって合成されて１つの第１表示部用走査信号
ＳＳ１として第１表示部用走査線ＳＬ１－１に出力される。したがって、図２１に示すよ
うに、第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍに供給される第１表示部用走査信号Ｓ
Ｓ１は、第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎに供給される第２表示部用走査信号
の２倍のパルス幅を有する。
【０１０２】
　図１９及び図２０に示した例では、第１表示部用サブ走査線ＳＬ１－１ａ～ＳＬ１－ｍ
ｂに供給される第１表示部用走査信号ＳＳ１及び第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２
－ｎに供給される第２表示部用走査信号ＳＳ２をゲート側駆動回路８０１Ａから同じタイ
ミングで出力することができる。
【０１０３】
　図２２は、表示装置１００Ｆにおける走査線ＳＬのレイアウトの別の一例を示す図であ
る。図２２に示す走査線ＳＬのレイアウトの一例は、ゲート側駆動回路から延びる第２表
示部用走査線のレイアウトを除いて、図１７を参照して説明した表示装置１００Ｆにおけ
る走査線ＳＬのレイアウトの一例と略同一である。そのため、図２２において、図１７に
示した構成と同一又は類似の構成については、同一又は類似の参照番号を付与して、重複
する説明は省略する。
【０１０４】
　図２２に示すように、第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎは、第１表示部用走
査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍに対応するように配置される。つまり、相対的に高精細であ
る、第１表示領域５０６Ｄ－１及び第２表示領域５０６Ｄ－２にゲート側駆動回路８０１
から延びる第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎを、相対的に低精細である、表示
領域２０６にゲート側駆動回路８０１から延びる第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１
－ｍに合わせる。このように第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍ及び第２表示部
用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎを配置することにより、ゲート側駆動回路８０１から第
１表示部用走査線ＳＬ１－ｍに供給される走査信号ＳＳ１と同じタイミングで第２表示部
用走査線ＳＬ２－ｎに第２表示部用走査信号ＳＳ２を供給することができる。
【０１０５】
　尚、上述したように、第２表示部１０７Ｄに対応する、表示領域５０６Ｄに含まれる第
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１表示領域５０６Ｄ－１及び第２表示領域５０６Ｄ－２は、それぞれ第１表示部に対応す
る表示領域２０６よりも高精細である。そのため、第１表示領域５０６Ｄ－１及び第２表
示領域５０６Ｄ－２の単位面積当たりの走査線の数は、表示領域２０６の単位面積当たり
の走査線の数よりも多い。しかしながら、第２表示部１０７に対応する表示領域５０６Ｄ
は非表示領域５０７Ｄを含む。上述したように、非表示領域５０７Ｄには走査線は配置さ
れない。そのため、第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎを、第１表示部用走査線
ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍに対応するように配置することができる。
【０１０６】
　図２２に示したレイアウトの第１表示部用走査線ＳＬ１－１～ＳＬ１－ｍ及び第２表示
部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎに供給される走査信号ＳＳ１、ＳＳ２のタイミング図
は、図２１に示したタイミングと略同じであることができる。第１表示部用走査線ＳＬ１
－１～ＳＬ１－ｍと第２表示部用走査線ＳＬ２－１～ＳＬ２－ｎとが対応するように配置
することにより、クロック信号を高周波にする必要がなくなるため、クロックスキューの
発生を防止することができる。
【０１０７】
＜第７実施形態＞
　上述した第１実施形態～第６実施形態で述べたように、表示装置の裏面（第２面）に設
けられる第２表示部は、第１方向Ｄ１に並んで配置された第１領域及び第２領域を有する
。第１領域及び第２領域には、３Ｄ表示用の画像がそれぞれ表示される。ユーザが第２表
示部に表示される３Ｄ画像を観察する場合、表示装置を眼鏡やＶＲゴーグルのようにユー
ザの両目に近接させて使用する。この際、ユーザに合わせた両目間の距離や焦点距離を第
２表示部の第１領域及び第２領域に表示される画像に反映することにより、ユーザにより
適した３Ｄ表示用画像を表示することができる。本実施形態では、第２表示部の第１領域
及び第２領域に表示される画像をユーザに合わせて調整することができる表示装置につい
て説明する。
【０１０８】
　図２３は、本実施形態に係る表示装置１００Ｇの裏面（第２面）の平面図である。本実
施形態に係る表示装置１００Ｇの裏面の構成は、タッチ入力部１００１が設けられている
ことを除いて、図４を参照して説明した表示装置１００の裏面の構成と略同一である。そ
のため、図２３において、図４を参照して説明した表示装置１００と裏面と同一又は類似
の構成については、同一の参照番号を付与し、重複する説明は省略する。
【０１０９】
　図２３に示すように、表示装置１００Ｇは、裏面（第２面）において、タッチ入力部１
００１を有する。本実施形態では、タッチ入力部１００１は、第２表示部１０７の第２方
向Ｄ２方向に隣接して上側に設けられる場合を説明する。但し、タッチ入力部１００１の
位置はこれに限定されるわけではなく、第２表示部１０７の第２方向Ｄ２方向に隣接して
下側に設けられてもよい。また、タッチ入力部１００１は、第２表示部１０７の第１方向
Ｄ１に隣接して設けられてもよい。
【０１１０】
　タッチ入力部１００１は、ユーザが表示装置１００Ｇに対して情報を入力する際のユー
ザーインターフェースを構成する。タッチ入力部１００１は、アイコン等のオブジェクト
１００３ａ～１００３ｄを表示することができる。図２３において、オブジェクト１００
３ａは焦点距離を縮める、即ち、焦点距離をユーザからより近くするための指示を行うた
めのアイコンである。オブジェクト１００３ｂは焦点距離を伸ばす、即ち、焦点距離をユ
ーザからより遠くするための指示を行うためのアイコンである。オブジェクト１００３ｃ
は両眼距離（両目間の距離）を狭くするための指示を入力するためのアイコンである。オ
ブジェクト１００３ｄは両眼距離（両目間の距離）を広くするための指示を入力するため
のアイコンである。尚、図２３に示すオブジェクト１００３ａ～１００３ｄは一例であり
、これに限定されるわけではない。例えば、タッチ入力部１００１には、トラックバーの
ようなオブジェクトが表示されてもよい。タッチ入力部１００１において、第２表示部１
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０７の非表示部１１３に隣接する領域１０１５は、タッチ検出機能がない非検出部あるい
はオブジェクトが表示されない非表示部であってもよい。
【０１１１】
　図２４は、本実施形態に係る表示装置１００Ｇの内部構成を示す概略図である。表示装
置１００Ｇの概略構成は、第１表示部１０１Ｄに対応する表示領域が基板６０１の屈曲部
６０３を越えて表示装置１００Ｇの裏面側に延長されることを除いて、図１３を参照して
説明した１００Ｄの内部構成と略同一である。そのため、本実施形態に係る表示装置１０
０Ｇについて、図１３を参照して説明した第５実施形態に係る表示装置１００Ｄと同一又
は類似の構成については、図１３で用いた参照番号と同一又は類似の参照番号を付与し、
重複する説明は省略する。
【０１１２】
　図２４に示すように、表示領域２０６Ｇは、屈曲部６０３を越えて表示装置１００Ｇの
裏面側に延長される。即ち、表示領域２０６Ｄは、屈曲部６０３を越えて、第２表示部１
０７Ｄに対応する表示領域５０６Ｄに隣接するように設けられる。表示領域２０６Ｇは、
タッチ入力部１００１を含む。タッチ入力部１００１は、屈曲部６０３で基板６０１を曲
げる際、表示装置１００Ｇの裏面側に位置するように設けられる。タッチ入力部１００１
には、アイコン等を表示する画素２０４Ｄとともにタッチセンサ１００２が設けられる。
【０１１３】
　図２５は、表示装置１００Ｇのタッチ入力部１００１の一部分の断面図である。図２５
では、タッチセンサ１００２が設けられたアレイ基板６０２Ｇの構成を示している。図２
５において、図７に示した表示装置１００の第１アレイ基板２０２と同一又は類似の構成
については、図７で用いた参照番号と同一の参照番号を付与して重複する説明は省略する
。
【０１１４】
　図２５に示すように、表示装置１００Ｇは支持フィルム７５７上に接着膜１００５を介
してタッチセンサ１００２を有する。接着膜１００５としてはエポキシ系、アクリル系、
酢酸ビニル系、シリコーン樹脂系接着剤など、種々の接着剤を用いることができる。また
、接着膜１００５は、液体の接着剤を塗布して硬化させることで形成してもよく、接着剤
がフィルムの両面に塗布されたフィルム状の接着剤を用いてもよい。接着形式にも制約は
無く、二成分混合型、一成分湿気硬化型、光硬化型、熱硬化型の接着形式などを採用する
ことができる。
【０１１５】
　タッチセンサ１００２は、接着膜１００５によって表示領域２０６Ｇ上に、タッチ入力
部１００１に対応する表示領域２０６Ｇと重なるように固定される。タッチセンサ１００
２は、基材１００７、基材１００７上の複数のタッチ電極１００３、タッチ電極１００３
上の層間絶縁膜１００９、層間絶縁膜１００９上に設けられ、隣接するタッチ電極１００
３を電気的に接続するブリッジ電極１０１１、及びブリッジ電極１０１１上に設けられる
オーバーコート１０１３を主な構成要素として含む。
【０１１６】
　基材１００７はタッチセンサ１００２に物理的強度を与える機能を有し、高分子を含む
。高分子としては、ポリカルボナート、ポリエステル、ポリオレフィン、ポリシクロオレ
フィンやこれらの誘導体が例示される。タッチ電極１００３及びブリッジ電極１０１１は
、インジウム－スズ酸化物（ＩＴＯ）やインジウム－亜鉛酸化物（ＩＺＯ）などの可視光
を透過可能な導電性酸化物、あるいは銅やアルミニウム、モリブデン、タングステン、タ
ンタルなどの金属を含むことができる。ここで示した例では、タッチセンサ１００２は、
投影型静電容量方式と称されるタッチセンサとして示されているが、タッチセンサ１００
２においてタッチを検出する方式に制約は無く、種々のモードのタッチセンサを採用する
ことができる。図示はしないが、タッチセンサ１００２上には偏光板などを設けてもよい
。
【０１１７】
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　本実施形態において、アレイ基板６０２Ｇとは、基板６０１、及びこの上に設けられる
各種層のうち、基板６０１からタッチセンサ１００２までを意味する。また、タッチセン
サ１００２の位置は、支持フィルム７５７上に限定されるわけではない。例えば、タッチ
センサ１００２は、パッシベーション膜７４９と支持フィルム７５７との間に設けられて
もよい。
【０１１８】
　表示領域５０６Ｄ、タッチセンサ１００２、ゲート側駆動回路５０８Ｄ、駆動ＩＣ５１
０Ｄからは、パターニングされた導電膜で形成される配線（図示せず）が基板６０１の一
辺へ延び、基板６０１の端部で露出されて端子５１２Ｇを形成する。タッチセンサ１００
２から延びる配線は、タッチ入力部１００１と表示領域５０６Ｄとの間に配置される。そ
のため、表示領域２０６Ｇの透過率の減少を防止することができる。
【０１１９】
＜第８実施形態＞
　本実施形態においては、第１表示部と第２表示部とを有する表示装置の、実際の使用形
態の一例について図２６Ａ～図２６Ｃを参照して説明する。
【０１２０】
　本発明の表示装置は、第１表示部を用いる際はハンドヘルド型の端末として用い、第２
表示部を用いる場合は、使用者の両目の直前に配置して、所謂ゴーグル型の端末として用
いることを想定している。
【０１２１】
　第１表示部を用いる際は、図１に示した状態で運用される。一方、第２表示部を用いる
場合は、図２６Ａに示すように、表示装置１００を、第１表示部１０１及び第２表示部１
０７を有するモジュール５００１と、フレーム部１０３とに分離できるようにしてもよい
。モジュール５００１を取り外したフレーム部１０３の内側には、ゴーグルのテンプル５
００２が収納されており、図２６Ｂに示すようにテンプル５００２を引き起こすことで、
フレーム部１０３はゴーグルのフレーム形状となる。その後、図２６Ｃに示すように、取
り外したモジュール５００１を、第２表示部１０７が表面に来るようにフレーム部１０３
に嵌め込むことにより、表示装置１００はゴーグル型の端末として運用できるようになる
。
【０１２２】
　図１に示した通り、フレーム部１０３には、操作部１０５が設けられているが、モジュ
ール５００１を裏返すことによって、モジュール５００１と操作部１０５の相対的位置が
変わる。そこで、第１表示部１０１を使用する形態では、モジュール５００１の側面に設
けられた端子部５００３ａが操作部１０５と接続され、第２表示部１０７を使用する形態
では、モジュール５００１の別の側面に設けられた端子部５００３ｂが操作部１０５と接
続されるようにすることができる。このとき、操作部１０５には、第１表示部１０１を使
用する形態と第２表示部１０７を使用する形態とで、互いに異なる機能を割り当てても良
い。
【０１２３】
[画像処理]
　上述したように、表示装置１００Ｇは、タッチ入力部１００１を介して入力されるユー
ザの指示に基づいて、第２表示部１０７Ｄの表示領域５０６Ｄに含まれる第１表示領域５
０６Ｄ－１及び第２表示領域５０６Ｄ－２に表示される画像を調整する。以下では、表示
装置１００Ｇにおいて実行される、画像処理の例を説明する。
【０１２４】
　図２７及び図２８は、ユーザが両眼距離を調整した場合の、画像の表示位置を調整する
画像処理方法の一例を説明するための概念図である。図２７では、ユーザの両眼距離が２
ｘであり、ユーザの目と表示装置１００Ｇのディスプレイの距離がｃである場合を示して
いる。両眼距離に関係なく（ａ、ｂ）の座標に結像させるには、ディスプレイ上に表示さ
れる右目用画像の座標（ｄ，ｃ）及び左目用画像の座標（ｅ，ｃ）を以下の式（１）及び
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（２）のように変数ｘを用いた関数にて設定してもよい。
【数１】

【０１２５】
　図２８に示すように、ユーザの両眼距離が２ｘから２ｘ＋２Δｘaに変わる場合、ディ
スプレイ上に表示される右目用画像の座標（ｄ’，ｃ）及び左目用画像の座標（ｅ’，ｃ
）を以下の式（３）及び（４）のように変数α、βを用いて設定してもよい。
【数２】

【０１２６】
　図２９及び図３０は、ユーザが焦点距離を調整した場合の、画像の表示位置を調整する
画像処理方法の一例を説明するための概念図である。図２９では、ユーザの両眼距離が２
ｘであり、ユーザの目と表示装置１００Ｇのディスプレイの距離がｃである場合を示して
いる。（ａ、ｂ）の座標に結像させるには、ディスプレイ上に表示される右目用画像の座
標（ｄ，ｃ）及び左目用画像の座標（ｅ，ｃ）は上述した式（１）及び（２）のように設
定してもよい。尚、（ａ、ｂ）の座標に結像させた画像の焦点距離をｇとする。
【数３】

【０１２７】
　図３０に示すように、焦点距離がｇからｇ＋Δｇ1に変わる場合、ディスプレイ上に表
示される右目用画像の座標（ｄ’，ｃ）及び左目用画像の座標（ｅ’，ｃ）を以下の式（
５）及び（６）のように設定してもよい。
【数４】

【０１２８】
　以上のように、表示装置１００Ｇは、タッチ入力部１００１を介して入力されたユーザ
の指示に基づいて、画像の表示位置を調整することができる。ユーザに合わせて画像の表
示位置を調整することにより、ユーザにより適した３Ｄ表示用画像を表示することができ
る。その結果、画像を視認する間のユーザの疲労感を軽減することが可能になる。尚、以
上に説明した、画像処理の方法は一例であってこれに限定されるわけではない。
【符号の説明】
【０１２９】
１００，１００Ａ～１００Ｇ・・・表示装置、１０ａ，１０ｂ・・・端部、１０１，１０
１Ｄ・・・第１表示部、１０３・・・フレーム部、１０５・・・操作部、１０６・・・オ



(25) JP 2020-12971 A 2020.1.23

10

20

30

ブジェクト、１０７，１０７Ａ，１０７Ｂ，１０７Ｄ・・・第２表示部、１１１ａ・・・
第１領域１１１ａ、１１１ｂ・・・第２領域、１１３・・・非表示部、２０１・・・第１
基板、２０２・・・第１アレイ基板、２０４，２０４Ｄ・・・画素、２０６・・・表示領
域、２０８・・・ゲート側駆動回路、２１０・・・駆動ＩＣ、２１２・・・端子、２６０
・・・発光素子、２１４・・・コネクタ、３０１・・・駆動トランジスタ、３０３・・・
第１スイッチングトランジスタ、３０５・・・第２スイッチングトランジスタ、３０７・
・・保持容量、３０９・・・付加容量、３１１・・・高電位電源線、３１３・・・低電位
電源線、３１５・・・リセットトランジスタ、４０１・・・第３基板、４０４，４０８・
・・スペーサ、４０５，４０９・・・屈曲部、４０６，４１０・・・接着層、５０１・・
・第２基板、５０２・・・第２アレイ基板、５０４，５０４Ｄ・・・画素、５０６・・・
表示領域、５０６－１・・・第１表示領域、５０６－２・・・第２表示領域、５０７，５
０７Ａ、５０７Ｂ，５０７Ｄ・・・非表示領域、５０８，５０８Ｄ，８０１・・・ゲート
側駆動回路、５１０，５１０Ｂ，５１０Ｄ・・・駆動ＩＣ、５１１Ｂ・・・電源回路、５
１２，５１２Ｂ，５１２Ｄ、５１２Ｇ・・・端子、５１４，５１４Ｄ・・・コネクタ、５
６０・・・発光素子、６０２Ｇ・・・アレイ基板、６０３・・・屈曲部、６０５・・・ス
ペーサ、６０７，６０９・・・保護フィルム、６１１・・・支持フィルム、７０１・・・
支持材、７０３－１，７０３－２・・・接着層、７０５・・・アンダーコート、７０７・
・・駆動トランジスタ、７０９・・・半導体膜、７１１・・・ゲート絶縁膜、７１３・・
・ゲート電極、７１５・・・ドレイン電極、７１７・・・ソース電極、７１９・・・容量
電極、７２１・・・層間絶縁膜、７２３・・・平坦化膜、７２５・・・接続電極、７２７
・・・付加容量電極、７３１・・・絶縁膜、７３３・・・画素電極、７３５・・・隔壁、
７３７・・・開口、７３９・・・ＥＬ層、７４１・・・ホール輸送層、７４３・・・発光
層、７４５・・・電子輸送層、７４７・・・対向電極、７４９・・・パッシベーション膜
、７５１・・・第１保護層、７５３・・・第２保護層、７５５・・・第３保護層、７５７
，７５９・・・支持フィルム、７６１・・・端子、７６３・・・駆動ＩＣ、７６５・・・
電源回路、７６７・・・コネクタ、８０３・・・端子、８０５・・・コネクタ、８０７・
・・信号制御回路、９０１・・・調整回路、９０３・・・マルチプレクサ、９０５・・・
タイミング制御回路、１００１・・・タッチ入力部、１００３ａ～１００３ｄ・・・オブ
ジェクト、１００５・・・接着膜、１００７・・・基材、１００３・・・タッチ電極、１
００９・・・層間絶縁膜、１０１１・・・ブリッジ電極、１０１３・・・オーバーコート
、５００１・・・モジュール、５００２・・・テンプル、５００３ａ，５００３ｂ・・・
端子部
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】
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【図２２】 【図２３】

【図２４】 【図２５】
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【図２６Ａ】

【図２６Ｂ】

【図２６Ｃ】

【図２７】

【図２８】

【図２９】

【図３０】
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